
バ
ス
路
線
の
状
況

　

市
内
に
は
、
し
ず
て
つ
ジ
ャ
ス

ト
ラ
イ
ン
株
式
会
社
（
以
下
「
バ

ス
事
業
者
」）
が
運
行
す
る
３
つ

の
バ
ス
路
線
（
特
急
静
岡
相
良
線
、

藤
枝
相
良
線
、
島
田
静
波
線
）
と
、

本
市
が
関
係
市
と
共
に
バ
ス
事
業

者
に
運
行
委
託
し
て
い
る
４
つ
の

自
主
運
行
バ
ス
（
萩
間
線
、
勝
間

田
線
、
相
良
御
前
崎
線
、
相
良
浜

岡
線
）、
市
営
バ
ス
（
鬼
女
・
菅

山
線
）
が
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

バ
ス
事
業
者
路
線
で
あ
る
藤
枝

相
良
線
、
島
田
静
波
線
は
、
利
用

者
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
国
、

県
、
関
係
市
が
補
助
を
行
い
、
路

線
の
維
持
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
主
運
行
バ
ス
に
お
い

て
も
、
利
用
者
数
は
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
［
図
１
］。

バ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

こ
の
よ
う
な
状
況
が
続
く
と
、

市
の
財
政
負
担
が
大
き
く
な
り
、

運
行
本
数
の
減
便
や
路
線
の
一
部

廃
止
を
し
な
け
れ
ば
路
線
維
持
が

で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
多

く
の
人
の
利
用
が
不
可
欠
で
す
。

　

例
え
ば
、
自
家
用
車
で
の
移
動

の
際
、
数
回
に
一
度
は
バ
ス
を
利

用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
バ
ス
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
歩
く
こ
と
に
よ
る
健
康
面
で

の
メ
リ
ッ
ト
の
ほ
か
、
自
動
車
交

通
事
故
リ
ス
ク
の
低
減
や
渋
滞
緩

和
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
抑
制

な
ど
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

市
の
取
り
組
み

　

市
で
は
、
市
と
市
民
代
表
、
交

通
事
業
者
な
ど
で
組
織
す
る
「
牧

之
原
市
地
域
公
共
交
通
会
議
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
バ
ス
路
線
改

善
の
た
め
に
、
引
き
続
き
バ
ス
路

線
の
維
持
、
利
用
促
進
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
よ
り
良
い
公
共
交

通
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

「
相
良
局
前
」
バ
ス
停
の
名
称
・

位
置
を
変
更

　

令
和
２
年
10
月
の
相
良
営
業
所

の
移
転
に
伴
い
、
拠
点
と
な
る
バ

ス
停
を
「
相
良
局
前
」
と
し
て
い

ま
し
た
。
本
年
４
月
か
ら
は
、
特

急
静
岡
相
良
線
、
藤
枝
相
良
線
、

相
良
渋
谷
線
、
自
主
運
行
バ
ス
萩

間
線
、
相
良
浜
岡
線
、
相
良
御

前
崎
線
の
「
相
良
局
前
」
バ
ス
停

の
名
称
が
「
相
良
本
通
」
と
な
り
、

位
置
も
変
わ
り
ま
す
［
図
２
］。

　
公
共
交
通
は
、
通
勤
や
通
学
、
そ
し
て
通
院
や
買
い
物
な
ど
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
利
用
さ
れ
、

学
生
、
社
会
人
、
高
齢
者
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
で
身
近
な
も
の
で
す
。
し
か
し
、

近
年
の
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
利
用
者
が
減
少

し
、
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

　
生
活
に
必
要
な
公
共
交
通
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
利
用
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
地
域
振
興
課　
西
原
直
樹　
☎
（
53
）
２
６
１
２

浜岡線

御前崎線

勝間田線

萩間線

乗車人員

［図１］自主運行バス利用者数の推移

路線バスやタクシーの乗務員を募集しています

近年、バス・タクシーの乗務員不足や高齢化が深
刻な問題となっています。このまま改善されなけ
れば、公共交通の確保にも影響が出るため、この
問題は民間事業者だけの問題ではありません。
バスやタクシーの乗務員は、各事業者で随時募集
していますので、関心のある人は問い合わせてく
ださい。

▼御前崎タクシー株式会社（御前崎市白羽）
　☎㉘7990

▼しずてつジャストライン株式会社　人事部人材支援課
　☎054 （267） 5153
　HP http://www.justline.co.jp/recruitment

▼東海タクシー株式会社（静波）
　☎㉒0643

名称 運行地区 運行日 来年度の変更点

さかべ号 坂部地区 火・木曜日 運行継続

かつまた号 勝間田地区 水・金曜日 運行継続

すげやま・はぎま号 菅山地区・萩間地区 火・金曜日 運行継続

じとうがた号 地頭方地区 月・木曜日 停留所追加、運行範囲拡大

まきのはら号 牧之原地区 月・火・木・金曜日 月・金曜日の運行時間追加
＊相良地区（相良区・福岡区・波津区・須々木区・大沢区・大江区）、片浜地区、静波地区、細江地区、 川崎地区は、導入に向けて協議中

［図３］デマンド乗合タクシーの運行状況

現状 ４月１日～

バス停
名称 位置 バス停

名称 位置

静岡方面
行き 相良局前 ❸旧静和事

　務機前 相良本通 ❻島田掛川信用
　金庫前

相良営業所
方面行き 相良局前 ❹袴田仏具

　店西側 相良本通 ❼ヘアーサロン
　まつした前

■自主運行バス路線（相良浜岡線、相良御前崎線）■事業者バス路線（特急静岡相良線、藤枝相良線、相良渋谷線）

デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー

　

市
で
は
、
現
在
市
内
６
地
区
に

お
い
て
、
そ
の
地
区
に
お
住
ま
い

で
条
件
に
該
当
す
る
人
を
対
象
に
、

会
員
制
の
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

（
デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー
）
を

運
行
し
て
い
ま
す
［
図
３
］。

　［
利
用
で
き
る
人
］

　

①
75
歳
以
上
の
高
齢
者
②
自

　

動
車
運
転
免
許
証
を
持
っ
て

　

い
な
い
人（
学
生
を
除
く
）

　

③
障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち

　

の
人
④
要
介
護
、
要
支
援
者

　

に
認
定
さ
れ
て
い
る
人
⑤
妊

　

婦
⑥
市
長
が
認
め
た
人

　

こ
の
タ
ク
シ
ー
は
、
予
約
を
し

た
会
員
登
録
者
の
自
宅
と
特
定
施

設
（
病
院
や
公
共
施
設
、ス
ー
パ
ー

な
ど
）
の
間
を
、
乗
り
合
わ
せ
な

が
ら
定
額
料
金
で
移
動
で
き
る

も
の
で
す
（
運
行
時
間
は
固
定
）。

事
前
の
会
員
登
録
（
無
料
）
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
利
用
を
希

望
す
る
人
は
会
員
登
録
申
請
書
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

現状 ４月１日～

バス停
名称 位置 バス停

名称 位置

乗車側（御前
崎・浜岡方面
行き）

相良局前 ❶旧相良営
　業所前 相良本通 ❹袴田仏具店

　西側

降車側 相良局前 ❷相良郵便
　局前 相良本通 ❺川田歯科医院

　前

本
市
の
公
共
交
通
の
現
状

「
相
良
局
前
」バ
ス
停
の
名
称
と
位
置
が
変
更
さ
れ
ま
す

■自主運行バス路線（萩間線）

現状 ４月１日～

バス停
名称 位置 バス停

名称 位置

乗車側（金谷
方面行き） 相良局前 ❶旧相良営

　業所前 相良本通 ❺川田歯科医院
　前

降車側 相良局前 ❷相良郵便
　局前 相良本通 ❹袴田仏具店

　西側

❶
❷ ❸

❹
❺

❻

❼

特急静岡相良線
藤枝相良線
相良渋谷線

相良御前崎線
相良浜岡線

萩間線

相良郵便局

島田掛川信用金庫

旧相良営業所

◀
至
相
良
営
業
所

至
国
道
150号

▶

［図２］相良本通付近のバス路線図

萩間線 87,964 92,119 87,561 82,604 73,007

勝間田線 36,993 31,451 31,325 30,227 23,582
鬼女・
菅山線 1,909 2,218 1,631 1,578 4,465

相良
御前崎線 22,627 20,657 21,788 20,605 14,260

相良
浜岡線 28,441 25,871 25,703 27,079 22,496

計 177,934 172,316 168,008 162,093 137,810
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